




　僕の本業はプロミュージシャンなんで
すが、結成20周年だった2020年にコロ
ナが来ちゃって、もう何もできなくなっ
ちゃったんですよ。そのときにオンライ
ン配信（以下、配信）をせざるを得なく
なったわけですが、配信って業者さんを
呼んだらどれだけ安くても１回20万ぐ
らいかかる。僕、週に５本はライブをや
っていたので、その本数分をお支払いす
ることは不可能で、もう自分でやり方を
覚えてしまおうと。
　そして、同じような境遇にある人のみ
んながみんな、予算が潤沢にある人ばか
りじゃないので、そういう人たちに自分
の知識がお役に立てるならと思って、“配
信コンサル”という仕事を始めました。
たとえコロナが終息しても、僕たちはも
うZoomという“どこでもドア”を手に
入れてしまったので、配信という手段は
なくならないと思うんですよね。

　子ども支援の音楽フェス「アコフェ
ス」を主催して11年になります。僕が
協賛取りから会場押さえ、舞台作り、出
演者選びまで全部自分でやるんですよ。
それが、だいたい5000人が集まるフェ
スになったので、そういう実績や子ども
支援のノウハウを買われて、今回のオン
ラインサマーキャンプのオファーをいた
だいた感じでした。
　僕がなぜYES って言ったかというと、
代表の田畑さんが「このコロナ禍で学び
の場を失った子どもたちに、学校では教
えてくれない教育を提供したい」とおっ
しゃったからです。僕がそんな素敵な企
画に乗らないはずはない！ 二つ返事で
配信の裏方を引き受けました。

　一番複雑だったのは、一つの画面に複

数の会場にいる講師たちをキャプチャー
で切り取って映し出し、同時に資料も表
示する、さらに途中からはVR画面も挿
入するというもの。これは僕自身がどれ
ぐらいやれるかを試された配信でもあり
ました。
　でも一方で、大切なのは講師に授業に
集中していただくことであって、配信に
関わる全員が難しい知識を共有する必要
はまったくないと思っていました。です
から僕が講師にやりたいことを伺って、
それを具現化するためのZoom上の操作
の指示だけをお伝えしていました。
　あとは、テレビ番組のパーソナリティ
ーがどう映っているのかをモニターで確
認するように、講師のみなさんにも当日
YouTubeでライブ配信している画面を、
ご自身のスマホで確認してもらったこと
くらいですね。

　今回の配信で一番心を砕いたのが、授

業を一つの“エンターテインメント”と
して見せることでした。とにかく受講生
を飽きさせないこと。というのも、
YouTubeは視聴者がチャンネル離脱す
るまでたったの２秒なんですよ。なので
いかに授業の核心のところまで見てもら
うかってことを考えると、やっぱりエン
タメ性に尽きるかなと。
　これらの授業はアーカイブをYouTube
チャンネルで公開することになっていた
ので、できればオンラインサマーキャン
プが終わった後も、たくさんの人に見て
欲しいなって思っていたし、もし誰かの
授業がバズって「SENRIプロジェクト
っていう、いいのがあるよ」となったら、
チームとしてこんなに嬉しいことはない
ので、すべての確率を上げておこうと思
いました。

　オンラインサマーキャンプのYouTube
ライブ配信では、僕がYouTubeのコメ
ントを拾いながら、“天の声”風に「こ
んなの来ていますよ」って受講生の反応
を講師に伝えていました。これにはエン
タメ性を演出する意図もあるんですが、
何よりもそうすることで講師陣も乗って
きて、画面映えするいい顔になるんです
よ！ だから、僕は終始そのいい顔をい
かに画面の向こうに届けるかっていうの
を意識していましたね。
　50分の授業が終わったあと、本当に
全員がやりきった感じがあって、僕も手
応えを感じました。３日間とも、終わっ
た瞬間の講師の「ありがとうございまし
た」という顔が一番印象的です。

　講師からは「配信でこんなにもいろん
な可能性があるなんて思ってもいなかっ
た」っていう意見をいただきました。例
えば大学の先生とかはZoomでオンライ
ン授業をされているんですけど、学生は
みんなZoom画面オフなんですって。だ
から話すモチベーションが下がって、あ
まりオンライン授業に可能性を感じてい
らっしゃらない。
　そこで僕がお伝えしたのは、「『リアル
がダメだからオンライン』っていう発想
でオンラインを捉えると、もうマイナス
からのスタートでしかない。でも実は『オ
ンラインでしか』できないことってある
んで、それを僕が形にしますから」とい
うこと。
　最終的にはみなさんがその意味をわか
ってくださって、「いや～、オンライン

面白いね」って。僕としては「だから言
ったじゃないですか〜」って（笑）。配
信後はこの話題でひとしきり盛り上がり
ましたね。
オンラインのココがすごい①
　例えば途中にVTRを挟むなんていう
芸当はリアルでは無理ですよね。今回の
オンラインサマーキャンプで言えば、
VRの授業なんてリアルだったら不可能
です。みんなが同じ画面を見ているメリ
ットは大きくて、同じ画面を見てくれて
いるからこそ自分のタイミングで動画を
流せるわけです。例えば、授業動画を流
して止める。ここまでの説明がわかった
かどうかを確認して続きを流す。これ、
リアルでは絶対できないはずなんですよ。
オンラインのココがすごい②
　リアルだと、モニターに映像を出した
ときに映り方が悪くて何を書いているの
かわからないとか、遠い席の人は見えな
いとかいった問題も出てきますよね。で
もこのZoomという魔法のツールのおか
げで、みんなが同じ質の画面を見られる
んですよ。だからいつまでも「仕方なく
オンライン」という捉え方をしていると、
ずっと何もできないままです。オンライ
ンは可能性がむちゃくちゃ広がるし、も
う本当に何でもできるんです。魔法のお
もちゃ箱ですよ。
オンラインのココがすごい③
　オンラインでは関係性を深められない
って思う人もいますが、１対１の関係を
作れるのでむしろリアルより関係性を深
められるって思っています。Zoomのプ
ロアカウントであれば100人入って来ら
れるので、1対99ではなく実は１対１×
99なんですよ。僕はミュージシャンな
ので、ライブのときはいつもその感覚で
います。つまり、「１対１×収容人数」。
その発想がまさにZoomだと思うんです
よね。それを今回、学びの場で試させて
もらえたっていうのが僕は嬉しかったで
すし、現役の高校や大学の先生、病院の
先生にも体感してもらえたのが嬉しかっ
たですね。

　子ども支援の音楽フェスをやっていて
気づいたことがあるんです。生の楽器と
か歌とかにまったく触れずに大人になっ

ている人は山ほどいるでしょう。ところ
が、プロのライブを見たことがないとい
う子が僕の音楽フェスを見て、大人にな
ってプロミュージシャンなるっていうこ
とがあったりするんですよ、11年もや
っていると。
　そのときに僕は「教育ってこういうこ
となんだ」と思って。物事に触れる機会
が多ければ多いほど、可能性って広がる
んだと思ったんですよね。だから学校の
先生がオンラインの可能性を知ることで、
子どもたちの描いていく未来が変わると
思ってます。

　学校の先生が「Zoomはよくわからな
い。苦手なんだよね」と言って終わって
いたら、その先生が受け持っている子ど
もたちはそれ以上は行かないはずなんで
すよね。でも先生がちょっとチャレンジ
して配信するだけで、勉強に興味を示さ
ないまま終わる可能性のあった子が「お
もしろそう！」に変わるわけですよ。先
生が頑張ったら子どもたちはそれだけで
「わー！」となるんです。
　僕は、学校という場所は本当にたくさ
んの未来の希望の光たちに、希望のかけ
らを投げていっているところだと思って
いるので、その現場にオンラインを取り
入れたら可能性がすごく広がるなと思っ
ています。
　さらに言えば、例えば不登校とか、体
が不自由で学校に行けない子に、一言「配
信もあるぜ」って言ってあげたら、彼ら
の学びの可能性は広がりますよね。だか
らこそ国はオンライン配信の環境整備の
ために、もっともっと予算を割くべきだ
と思っています。以上、僭越ながら青年・
庭瀬の主張でした（笑）。

SENRIプロジェクト船頭役・庭瀬幸一郎氏の主張

９コマ全授業のオンライン配信を管理しながら、授業中は“天
の声”としても大活躍した自称・船頭役の庭瀬幸一郎さんが、
オンライン授業の可能性について熱く語ってくれました！

Perfect Online Voice オンライン配信コンサル・チーフ
1974年生まれ。大阪府出身。半導体専門商社営業マンからプロミュージシャンに転身し、
2006年N.U.でメジャーデビュー。長年継続してきたライブをいち早くオンラインに切り替え、
コロナ禍での配信実績は100を超える。リアルの代替えとしての配信ではなくエンターテイン
メント――配信だからこそできるワンランク上の配信を提唱。ZoomミーティングやYouTubeラ
イブ配信での自走支援を行っている。必要な機材選びから動画や音楽を使用したOBS（配信
ソフト）の使い方をレクチャー。初心者から上級者まで対応できる幅広いサポートに定評がある。

庭 瀬 幸 一 郎
Koichiro Niwase
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学 校 の 先 生 方が
オンラインの可 能 性を知れば
子どもたちの 描いていく
未 来が 変わると思う

子ども支援の心に共感した
オンラインサマーキャンプ

コロナ禍でやむにやまれず
自ら始めたオンライン配信

オンライン配信成功のカギは
説明をシンプルにすること

オンライン配信は受講生に
楽しまれることが大事

画面の向こうに届けたい
講師みんなの熱量までも

オンライン授業にしか
できないことがある！

先生にこそ知ってほしい
オンラインの可能性

これからはオンラインと
オフラインのハイブリッドで

木下 真紀子（きのした・まきこ）

この記事を書いたひと

コンセプトライター。14年間公立高校の国語教諭を
務め、長男出産後退職。フリーランスとなる。教員
時代のモットーは、生徒に「大人になるって楽しい
ことだ」と背中で語ること。それは子育てをしてい
る今も変わらない。すべての子どもが大人になるこ
とに夢を持てる社会にしたいという思いが根底にあ
る。また、無類の台湾好き。2004年に初めて訪れた
台湾で人に惚れ込み、2013年に子連れ語学留学を果
たす。2029年には台湾に単身移住予定。

（インタビュアー）
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子
供
は
毎
日
学
校
に
行
き
ま
す
。
学
校
に
行
っ

て
勉
強
を
す
る
。
こ
の
こ
と
が
ず
っ
と
当
た
り
前

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ

２
年
近
く
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓

延
が
、
こ
の
「
常
識
」
を
一
気
に
変
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。
学
校
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

の
で
す
。
そ
こ
で
始
ま
っ
た
の
が
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
。当
初
の「
動
画
を
流
し
て
家
か
ら
視
聴
す
る
」

授
業
か
ら
、
い
ま
は
だ
い
ぶ
内
容
も
進
ん
で
き
ま

し
た
。
文
部
科
学
省
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

が
前
倒
し
で
進
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
1
人
1

台
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
、
イ
ン
タ

ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
授
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
こ
の
こ
と
は
画
期
的
な
出
来
事
で

し
た
。
親
で
あ
る
私
た
ち
は
子
供
の
学
習
が
遅
れ

る
と
い
う
心
配
が
解
消
さ
れ
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま

す
。
た
だ
、
同
時
に
私
た
ち
は
新
し
い
問
題
を
突

き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
私
が
住
む
地
域
の

小
中
学
校
で
は
、「
分
散
登
校
」
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ク
ラ
ス
を
半
分
に
分
け
、
登
校
す
る
子
供

と
自
宅
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
す
る
子
供
が
日

に
よ
っ
て
入
れ
替
わ
る
と
い
う
方
法
で
す
。
こ
の

際
、
コ
ロ
ナ
に
不
安
を
持
つ
家
庭
は
「
ず
っ
と
オ

ン
ラ
イ
ン
」
を
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

な
る
ほ
ど
、
密
を
避
け
、
各
家
庭
の
事
情
を
汲

ん
だ
選
択
肢
が
設
け
ら
れ
る
と
い
う
柔
軟
な
方
法

で
す
が
、
こ
こ
で
私
た
ち
は
「
子
供
を
学
校
に
行

か
せ
る
こ
と
は
正
解
な
の
か
」「
学
校
と
は
何
な

の
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
親
が
子
供
に
一
度
は
聞
か

れ
る
、「
な
ん
で
学
校
に
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
？
」
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
学

校
に
行
か
な
く
て
も
、「
学
習
」
は
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
か
ら
。

　

私
は
別
に
学
校
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
学
校
は
行
け
る
な
ら
ば
行
っ
た
方
が

良
い
と
思
い
ま
す
し
、
学
習
だ
け
の
た
め
に
行
く

と
こ
ろ
で
も
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
学
校
に
行
か
な
い
（
通
学
し
な
い
と
い
う
意

味
）」
と
い
う
選
択
肢
が
追
加
さ
れ
た
い
ま
、
学

校
と
い
う
概
念
を
な
く
し
て
「
子
供
は
何
を
学
び
、

成
長
す
る
の
か
」「
学
び
と
は
何
か
」
と
い
う
こ

と
を
一
度
考
え
て
み
る
必
要
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

友
達
を
作
り
、
集
団
の
中
で
生
き
て
い
く
術
を

身
に
つ
け
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
。
学
習
の

習
慣
を
つ
け
、
1
人
で
は
体
験
で
き
な
い
様
々
な

行
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
学
校
に
行

く
」
こ
と
に
は
子
供
の
心
と
体
の
成
長
に
と
っ
て

良
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
学

校
で
学
ぶ
こ
と
は
学
問
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
漠

然
と
で
も
知
っ
て
い
る
か
ら
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
一

択
」
に
つ
い
て
悩
む
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
よ
く
「
地
域
で
子
供
を

育
て
る
」
と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
が
、
概
ね
「
仕
事
と
育
児

の
両
立
で
悩
む
保
護
者
た
ち
の
た
め
、
子
育
て
を

孤
立
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
地
域
の
住
民
が
協
力
す

る
」
と
い
う
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
ま
す
。
私
は
こ

の
言
葉
が
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
る
で
子
育

て
中
の
若
い
親
や
子
供
た
ち
を
、「
地
域
の
人
と

は
別
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で

す
。
保
護
者
も
ま
た
（
例
え
ば
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
で
）、

地
域
の
人
に
は
お
世
話
に
な
っ
て
…
…
と
い
う
よ

う
に
分
け
て
表
現
し
た
り
し
ま
す
。
で
も
、
地
域

と
は
そ
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

自
治
会
や
、
子
供
会
な
ど
、
自
分
が
所
属
し
て

い
る
組
織
以
外
は
別
と
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、

立
場
が
違
う
だ
け
で
み
な
地
域
に
住
む
人
。
そ
う

考
え
る
と
、
子
供
も
特
別
な
存
在
で
は
な
く
、
地

域
に
住
む
年
齢
が
若
い
人
、
と
い
う
発
想
に
な
る

の
で
す
。
子
供
を
学
校
と
い
う
枠
で
考
え
な
い
。

地
域
、
つ
ま
り
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
と

ら
え
れ
ば
自
ず
と
、
将
来
地
域
を
形
成
す
る
中
心

の
年
齢
に
な
っ
た
と
き
に
ど
の
よ
う
な
知
識
や
能

力
を
身
に
つ
け
て
い
た
ら
良
い
の
か
、
そ
の
た
め

に
い
ま
か
ら
学
ん
で
お
く
べ
き
こ
と
は
何
か
が
見

え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

何
を
す
べ
き
か
。
そ
れ
は
、
親
以
外
の
大
人
と

ど
れ
だ
け
触
れ
合
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
と

し
て
生
き
て
い
く
「
本
気
の
姿
勢
」
を
感
じ
る
体

験
は
、
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
子
供
の
学
び
に
影
響

し
ま
す
。「
地
域
で
子
供
を
育
て
る
」
と
は
本
来

そ
う
い
う
意
味
で
、
長
い
年
月
を
生
き
て
き
た
人

た
ち
の
話
を
聞
き
、
自
分
と
は
違
う
価
値
観
に
接

す
る
こ
と
で
、
子
供
が
自
分
自
身
に
向
き
合
う
き

っ
か
け
に
な
る
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
、
年
齢
を
問
わ
ず
「
課
題
を
課
題
と
し
て

認
識
で
き
る
能
力
」
を
持
つ
人
が
少
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
特
に
、
若
い
年
代
の
人
は
そ
こ
に
あ

る
も
の
を
受
け
入
れ
、
機
能
を
理
解
し
て
上
手
に

使
い
こ
な
す
能
力
に
は
長
け
て
い
ま
す
が
、
使
い

勝
手
が
悪
い
と
感
じ
た
と
き
、「
な
ぜ
う
ま
く
使

え
な
い
の
か
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
し
て
い

な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
。
同
時
に
「
楽
し
い
こ
と

を
見
つ
け
る
」
こ
と
も
苦
手
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

誰
か
が
作
っ
た
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
そ
こ
で
作

ら
れ
た
ル
ー
ル
の
中
で
堪
能
す
る
こ
と
は
で
き
て

も
、
何
も
な
い
原
っ
ぱ
で
「
遊
び
」
を
発
明
す
る

こ
と
は
あ
ま
り
し
な
い
の
で
す
。
な
ぜ
楽
し
い
、

な
ぜ
で
き
な
い
、
な
ぜ
そ
う
す
る
、
そ
し
て
「
な

ぜ
学
ぶ
」。
地
域
の
大
人
が
子
供
に
伝
え
ら
れ
る

の
は
、
唯
一
こ
の
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
ら
に
「
学
び
と
は
何
か
」
を
考
え
て
い
く
と
、

私
た
ち
は
次
の
よ
う
な
こ
と
に
も
気
づ
き
ま
す
。

そ
れ
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
っ
て
、
学
校
で
受

け
る
も
の
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
も
良
い
の
じ
ゃ
な

い
？
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
う
な
の
で
す
、「
学
校
」
と
い
う
枠
で
考
え

る
と
悩
ん
で
し
ま
う
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、
純
粋

に
「
子
供
の
学
び
」
と
し
て
と
ら
え
る
と
、
い
ま

ま
で
あ
っ
た
（
よ
う
に
感
じ
て
い
た
）
見
え
な
い

柵
か
ら
出
て
、
よ
り
広
く
、
よ
り
深
い
方
向
に
可

能
性
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
、
イ
メ
ー

ジ
が
変
わ
り
ま
す
。
子
供
だ
っ
て
学
校
の
枠
か
ら

出
て
地
域
（
社
会
）
で
生
き
る
。
枠
の
外
に
オ
ン

ラ
イ
ン
と
い
う
手
法
が
あ
れ
ば
も
っ
と
広
い
場
所

に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
広
い
社
会
に
は
た
く

さ
ん
の
「
本
気
の
大
人
」
が
存
在
し
、
子
供
た
ち

も
や
が
て
同
じ
よ
う
に
本
気
で
取
り
組
む
何
か
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
ら
、
オ
ン
ラ

イ
ン
と
い
う
選
択
肢
は
単
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
手
段
で
は
な
い
、
可
能
性
の

か
た
ま
り
で
あ
る
よ
う
に
見
え
て
く
る
の
で
す
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
子
供
の
「
体

験
」
の
た
め
に
作
ら
れ
た
単
純
な
講
座
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
様
々
な
分
野
で
「
な
ぜ
」
を
繰
り
返
し

て
き
た
大
人
が
伝
え
る
「
本
気
の
姿
勢
」
を
、
子

供
と
い
う
年
齢
で
受
け
取
る
場
所
で
す
。
子
供
だ

か
ら
ま
だ
早
い
、
子
供
だ
か
ら
わ
か
ら
な
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
年
齢
、
そ
の
能
力
に
応
じ

て
何
か
を
受
け
取
り
、
自
分
の
中
に
蓄
え
ま
す
。

そ
の
蓄
え
の
機
会
を
ど
れ
だ
け
た
く
さ
ん
提
供
で

き
る
か
、
こ
れ
が
、
私
た
ち
大
人
が
子
供
に
対
し

て
で
き
る
こ
と
な
の
で
す
。

　

子
供
は
い
つ
ま
で
が
「
子
供
」
な
の
で
し
ょ
う

か
。
私
は
、
ど
ん
な
に
小
さ
く
て
も
「
子
供
」
と

い
う
認
識
で
彼
ら
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

彼
ら
は
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
一
個
人
で
あ
り
、

た
だ
成
長
の
過
程
で
「
子
供
」
と
呼
ば
れ
る
時
期

を
過
ご
す
だ
け
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
（
大
人
と
い

う
呼
び
方
も
そ
う
で
す
ね
）。
私
自
身
は
手
元
に

生
ま
れ
て
き
た
わ
が
子
を
、
愛
お
し
い
と
感
じ
る

以
上
に
自
力
で
生
き
て
い
け
る
だ
け
の
強
さ
を
持

て
る
よ
う
に
育
て
よ
う
と
接
し
て
き
た
つ
も
り
で

す
。
し
か
し
、
親
が
個
人
で
で
き
る
こ
と
に
は
や

は
り
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
私
は
文
字

通
り
「
地
元
の
人
」
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

そ
こ
に
い
ま
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
選
択
肢
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
講
師
の
方
々
の

よ
う
に
、
画
面
の
向
こ
う
か
ら
子
供
た
ち
に
人
生

の
楽
し
さ
と
厳
し
さ
、
何
よ
り
も
精
一
杯
生
き
て

い
る
人
間
と
い
う
も
の
を
伝
え
て
く
れ
る
「
地
域

の
人
」
の
存
在
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
手
法
を

得
て
ど
の
地
域
に
住
ん
で
い
て
も
支
え
、
導
い
て

く
れ
る
「
親
以
外
の
大
人
」
な
の
で
す
。

　

学
校
は
必
要
。
で
も
、
学
校
だ
け
が
学
び
じ
ゃ

な
い
。
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
コ
ロ
ナ
禍

を
逆
手
に
取
り
、「
人
は
な
ぜ
学
ぶ
の
か
」
を
も

う
一
度
自
分
で
、
親
子
で
、
共
に
考
え
る
き
っ
か

け
と
い
た
し
ま
し
ょ
う
！

オ
ン
ラ
イ
ン
で
広
が
り
深
ま
る

「
地
域
の
人
」か
ら
学
ぶ
機
会

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

本
気
の
大
人
と
つ
な
が
る
こ
と

オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
選
択
肢
に

問
わ
れ
る「
学
校
と
は
何
か
」

吉田 理子（よしだ・りこ）
この記事を書いたひと

1971年生まれ。Windows95発売当時に社会人となり、以降パ
ソコン教室講師やITサポート等の仕事に従事。2005年に企業・
学校向けのIT、情報教育を目的とした企業組合i-casket設立。
2018年には一般社団法人s-netサポーターズを設立し、主に小
中学校にて子供・保護者・教員向けの情報リテラシー、プログ
ラミング的思考に関する講座を行う。そのほか地域ボランティ
アや主権者教育の活動をボランティアで。趣味は料理と読書。

S ENR Iプロジェクトの意義と可能性

企業人として教育に関わり、学校向けにIT・情報教育を提供する中で、
自らもITツールを活用した授業アイデアの提案と実践を重ねてきた筆者が、
“オンラインありき”のSENRIプロジェクトに見出した意義と可能性とは。
学校・地域・社会を通貫して、大人が子供たちにできることは何かを考える。

大人が子供たちにできる
たったひとつのこと
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❶絵の融合が素晴らしかったです。私も何か
描いて提出すればよかったと後悔するほど。
Vチューバーなどの存在も知っていました
が、あらためておもしろいなぁと思うことば
かりでした。AIが進化すると、人間の仕事は
なくなるなどと言われていますが、そりゃそ
うだよねと思うのと同時に、人間とAIで新た
な価値が生まれている部分もあって未来が
楽しみになりました。
❷家にいながらVRの世界でいろんな世界を
見せてもらい楽しかったです。未来のことや
VRなどのことも知ることができ、とても満
足いたしました。ありがとうございました！
❸勉強したいとまではいきませんが、ITが
少し身近に感じれたので少し積極的にいろ
いろチャレンジしていきたいと思いました。

VR美術館
AIと人の作るワクワクする
未来の芸術（アート）

❶「普通」という概念をなくすこと。物事は
自分で決める・決めさせること
❷ご家族がみな、お互いを尊重し合ってい
るからこそ、先生のご家庭のような生き方・
過ごし方ができるのだと思いました。「個」
の時代にぴったりな講義でした。娘さんに
よるポルトガル事情（生活習慣や住んだか
らこそわかるお話）も聞いてみたいです。

兼業主夫放送作家の
「子育て」と「仕事」
～普通じゃなくても楽しむ方法～

❶似たようなお話は聞く機会がこれまでも
ありました。けれどこれほど簡潔に、これほ
どわかりやすく、心に響く形で話していた
だけたのは初めてです。 
❷中学時代不登校、高校３年で県立高校に
行くことを辞め、この後、通信制高校に進学
することになっている息子を持つ母親で
す。我が子の生き辛さを理解するという過
程は、どうしても心沈む作業になりがちで
した（実際は沈んではいられない、と気持ち
を奮い起こさせるのですが……）。でも、先
生のお話は、素直に我が子の未来に光を感
じるものでした。そして、お話にもあった通
り、大人の自分自身が「大人になるために必
要なこと」を本当に意識して生きていたか
というと、できていなかったことがわかり
ました。親の私も、大学生の娘も、高校生の
息子も、みんなで、もう一度先生のお話を聞
き、ワークをしたいと思います。涙を流しな
がら、拝聴するときもありました。先生の言
葉は私たちのような親子の心に響く宝物の
ような言葉たちでした。出会えて幸運。あり
がとうございました。 
❸近藤先生に弟子入りしたいです。

学校が苦手な人に伝えたい
「大人になるために、
本当に必要な5つのこと」

❶電動の紙飛行機があるとは知りませんでした。
❷作り方をわかりやすく説明してくださり良か
ったのですが、飛行機の飛ぶ仕組みについてもっ
と触れてもらえると、より良かったのではないか
と思います。

ソラのワークショップ 
～電動紙飛行機が飛ぶ仕組み～

❶子どもでも大人でも、ハンディキャップがあ
っても試合に出られる、新しいスポーツがある
と知りました。
❷ラジコンのように動かすだけではなく、壊れ
た箇所の修理をしなくてはならないのが大変そ
うだと思いました。ルールをしっかり頭に入れ
て、状況把握をしなくてはなりませんね。

近未来韓流スポーツ
「ドローンサッカー」

❶すべて
❷観測所でのお話が興味深く、天体の美し
さが素晴らしかったのは言うまでもありま
せん。付け加えて、天体観測を進めていくう
えで生まれる技術が、のちに還元され生活
を豊かにしていくというところに心がとま
りました。好きなことを突き詰めていくと、
それがどこかで誰かの役に立つ……とても
素敵なことだと思いました。また、国境を超
え、一つの研究に協力しあえることも、イメ
ージではなく、具体として見せてくださっ
たこと、私の中に落ちました。小学校の教員
をしています。ここで受けた感動を肥やし
にして、子どもたちに還元していきたいで
す。本当は直に見てもらうのがいいのだと
思いますが……。

世界の天文台が集まる
カナリア諸島から宇宙を観る

受講者は何を感じ、
どう変わったのか ?

講 義 視 聴 ア ン ケ ー ト

講師にとってもチャレンジだったオンライン授業に、
受講したみなさんから寄せられた声をご紹介します。

ア ン ケ ー ト 項 目
❶ 今回ご視聴いただいた授業から、何か新しい発見はありましたか？ 
　 それはどんな発見でしたか？
❷ ご視聴いただいた授業の感想を教えてください。
❸ ご視聴いただいた授業をきっかけに、これから勉強してみたいと思ったことはありますか？ 
　 それはどんなことですか？

❶苦手なものも使い慣れてるものに置き換
えれば身近に感じれるということ。 
❷始めは漢字を追うのに必死で棒読み状
態。本当に歌えてる？って疑問がありまし
たが、音楽に合わせて、また先生が歌うのを
聞きながら一緒に歌っていくうちに「歌え
てる〜！」と感動　　  もっと回数を重ねれ
ば先生みたいにスムーズに更に英語っぽく
歌えるようになる気がします！ 英文も一緒
に載せてあると、この英語をこんなふうに
言えばいいんだ！ってことがわかってさら
に発見が増えるかなと思いました^_^ 楽し
い授業でした　 ありがとうございました！

漢字で歌おう
【難しくない】洋楽！

❶普段いただいている鶏肉や卵について、よ
く考えたことがありませんでした。命をいた
だいているということを実感しました。
❷最後にきちんと調理して食べていたので、
無駄にされておらずホッとしました。

鶏肉って、なんの肉？ 
～鶏から 鶏肉へ、
そして唐揚げまで～

❶がんの予防について。アセトアルデヒト
が関係してるのは知りませんでした。
❷とても興味深い内容でした。こういう話
は、なかなか聞くことができないので、わか
りやすく現役のお医者様から話を聞けたの
は、貴重な体験となりました。 
❸がんについて、予防ができるものがある
とわかったので、他のがんについても予防
法があるのか知りたくなりました。

「がん」は怖いですか？ 
～がんから身を守る方法教えます～

●発行人
　田畑豊史

●編集人
　神 誠（edited）

●編集人
　山形千尋／永田慧／伊藤真優／柴田眞子／宇津陽子

●デザイン
　福野純平／市川佳奈（I'LL PRODUCTS）

●発行

　株式会社ジオグリフ
　お問合せ：70120-934-283
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①教師のみなさま
お勤めの学校での活動にもとづいた事例や体験談をお寄せください。
②保護者のみなさま
お子さんの学校での体験にもとづいたご意見ご感想をお寄せください。
③専門家のみなさま
ご専門分野の知見や成果にもとづいた事例やご提言をお寄せください。
④ライターのみなさま
メディア視点で上記①～③のみなさまへの取材・執筆にご協力ください。

【 『koedo』原稿投稿フォーム 】

https://ko-edo.com/post

私たち『koedo』は「教育×IT」分野の情報中継地と
なることで、微力ながら地域や教育機関ごとの取り
組み格差の縮小に寄与できると信じています。みな
さまの現場からのお声を心よりお待ちしております。

staff list

寄 稿 募 集

編 集 後 記
E dito r ' s  N ot e

コロナの発災２年目の夏、この夏は気温も
上がらず、短い夏だったと感じている。夏休
みは、草の伸びゆくがごとく、子どもが一回
りも二回りも大きくなる、思い出いっぱい
の期間であって欲しい。であるならばこの
事業も、人の成長に一役買う事業となるよ
う成長して欲しいと願う。

田畑豊史

雑誌には人々の思いが詰まっている。多く
の人が関わる分、一人ひとりの責任は大き
い。今回、みなささんのサポートのおかげで
ページが完成したときの達成感は大きかっ
た。また、困難を乗り越えながら前進してい
る講師陣の姿に憧れを抱いた。学びの機会
を下さった方々に心から感謝している。

山形千尋

【コロナ禍で学びの場をなくした子供たち
に配信だからこそできる学びの場を提供し
たい】この想いから始めてみた結果、学ばせ
ていただくことばかり! やって良かった! 
と感じてます。たくさんの専門家が【損得】
ではなく【想い】で参加してくれた。素敵な
想いは伝染する！少しずつ確実に♪

庭瀬幸一郎

今回の体験で、記事を作成するためには文
章を書くノウハウだけではなくて、取材を
させていただく相手についてや、記事のテ
ーマについての知識を細かく知ることが必
要だということを実感しました。がんにつ
いて、取材でしか聞けないようなお話もし
ていただいて、貴重な経験になりました。

永田慧

真夏のサマーキャンプからおよそ２か月
半。穏やかな秋を足早に駆け抜け、すぐそこ
に冬が感じられる今日このごろ――ご支援
いただいたみなさまお待たせしました! 職
業体験のみなさんと走り切った増刊号よう
やく出来です! 冊子を片手にぜひ授業動画
をPLAY BACKしてお楽しみください♪

神誠

今回の経験でがんへの知識がより深まり、
がんとの向き合い方が少しわかった気がし
ます。がんを正しく恐れ、予防を意識的に行
っていくことが大切だとあらためて感じま
した。また記事の作成を通して間接的にで
すが、自分が他の人の役に少しでも立てた
と思うことができ、嬉しかったです。

伊藤真優

文章を書くのは好きでも、人とコミュニケ
ーションをとるのは苦手。そんな私が今回、
初めてインタビューに挑戦しました。取材
のあとは印象が消える前に……と、一気に
記事を書き上げました。講義の前、講義中、
そして講義のあと。講師の方々が何を思っ
ていたのか、少しでも伝わりますように。

宇津陽子

今回、編集の一連の流れを体験して特に難
しいと感じたのは、直接取材をしたときと、
文面に起こしたときとでは伝わりきらない
雰囲気やその方の価値観があるということ
だ。自分が実際にお話しした際のトーンな
どまで記事に反映させることが、今後でき
るようになっていければなと思う。

柴田眞子
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